
制度の詳細は
葛城市の
公式サイトで

私がはじめて問題提起したのは２０１９年３月。
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■葛城市には５つの小学校がありますが、 教育環

境には大きな違いがあります。 １クラスあたりの

児童数、１児童あたりの運動場の広さ、１学年１クラ

ス規模の学校などがその一例です。 私は、 これら

のアンバランスの是正が必要と訴えてきました。

■その結果、 ２０２４年度から 「自宅から隣の校区

の小学校の方が近くて、 通学上の安全面も問題

なければ」、 保護者の希望で通学が可能となりま

した。 これまでに３件の変更が認められています。

■しかし、 新制度の案内は、 市のホームページや

就学時健康診断の通知などにとどまっていて、 保

護者への周知が不十分です。

■私は、 より多くの皆さんにこの選択肢を知って

いただけるよう、 ６月議会の一般質問で 「広報かつ

らぎ」 や幼稚園、 保育所、 こども園を通じた周知

を求めました。 今後も

制度の活用が進むよう、

取り組んでまいります。
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委員長として挨拶（岡崎市） （中央公民館小ホール）

イメージハンプ（東和苑）

■歩行者の安全確保は、 市民の皆さまからとくに

多く寄せられる切実な要望です。 私は、 ３つの課

題について具体例を挙げ、 市の対応を質しました。

①河川への転落を防ぐために

■疋田３号線 （図Ａ） の南側半分は通学路ですが、

転落防止柵がありません。 同様の危険箇所は葛

城市内に多く残っており、 国や県の補助事業を活

用しての整備を急ぐよう求めました。

②車両のスピードを抑えるには

■これまでに 「イメージハンプ」 を設置してもら

い一定の効果がありましたが、 より実効性の高い

物理的な 「ハンプ （段差）」 についても、 近隣市

の事例を参考に調査してほしいと要望しました。

③「歩行者横断指導線」 の導入を

■第一健民運動場とテニスコート間 （図Ｂ） は、

公安委員会の判断で、 横断歩道の設置が難しい

場所です。 市の判断で設置できる 「歩行者横断

指導線」 の導入を提言しました。

今回は、 お子さんのいる

ご家庭からよく聞く 「安全

な道路」 と 「教育環境の

アンバランス」 について

市に提言しました。

私が委員長を務める総務建設常任委員会では、 耕作放棄地

問題に取り組んでいます。 ７月９・１０日には岡崎市と津市を

訪れ、 先進事例を視察しました。 また、 ７月２１日に開催した

「市民懇談会」 でも、 委員会の取組状況を報告しました。

　歩行者の安全確保へ

６月議会
一般質問 （６月１７日）
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★本紙は、家族とともに手配りでお届けしています。 ご希望の方には、郵送も行っています。

街頭（尺土駅南側、近鉄新庄駅、磐城駅、忍海駅）でも朝（6:30～7:45）の配布を行っています。

使われなくなった田畑の再生を耕作放棄地問題の取り組み

ただ


